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ぬまづの宝100選 から

大瀬まつり

会員数　男性 720人　女性 321人　合計　1,041人（R5.3月末現在）

大瀬まつりは、春の日差しがきらめく中で華やかに開催される、大瀬神社の例大祭で
す。踊り船は、各地区から女装した青年達を乗せ、駿河湾の漁民の信仰を一身に集める
大瀬神社への参拝に出航します。

勇み踊りを踊り、おはやしもにぎやかに岸壁に到着すると､ 船から海に向かって俵を
投げ､ それを泳いで拾った青年達が、神社に大漁と航海の安全を願って参詣します。　
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３
月
９
日
に
開
催
さ
れ
た
理
事
会
に
お

い
て
、
令
和
５
年
度
の
事
業
計
画
が
承
認

さ
れ
ま
し
た
。
基
本
方
針
並
び
に
実
施
計

画
の
主
な
概
要
は
次
の
と
お
り
で
す
。

◆
基
本
方
針（
概
要
）

　
「
自
主
・
自
立
、
協
働
・
共
助
」が
当
セ

ン
タ
ー
の
理
念
。
こ
の
精
神
に
基
づ
き
、

す
べ
て
の
会
員
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
、
就
業
率
の
向
上

は
も
と
よ
り
、
生
き
が
い
づ
く
り
や
健
康

づ
く
り
、社
会
参
加
の
促
進
を
図
る
べ
く
、

就
業
機
会
の
確
保
・
提
供
及
び
、
会
員
の

増
強
に
努
め
る
。
ま
た
、
デ
ジ
タ
ル
化
の

推
進
を
図
り
、
便
利
で
身
近
な
セ
ン
タ
ー

と
し
て
の
周
知
拡
大
に
努
め
て
い
く
。

　
当
セ
ン
タ
ー
が
将
来
に
わ
た
り
健
全
で

安
定
的
な
運
営
を
維
持
し
て
い
く
た
め
に
、

役
職
員
、
会
員
が
一
丸
と
な
っ
て
主
体
的

か
つ
積
極
的
に
事
業
推
進
に
取
り
組
み
、

「
健
康
で
働
く
意
欲
旺
盛
な
自
主
的
活
動
団

体
」に
向
け
て
邁
進
す
る
も
の
と
す
る
。

◆
実
施
計
画（
概
要
）

 【
普
及
啓
発
活
動
】

　
セ
ン
タ
ー
の
周
知
や
イ
メ
ー
ジ
向
上
を

図
る
た
め
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
よ
る
情
報

発
信
や
市
の
広
報
紙
、
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
の

活
用
等
、効
果
的
な
Ｐ
Ｒ
活
動
に
努
め
る
。

 【
会
員
組
織
活
動
の
活
性
化
】　

　
地
域
組
織
や
職
群
組
織
の
強
化
を
図
る

と
共
に
、
会
員
相
互
の
連
携
と
交
流
を
深

め
る
取
り
組
み
を
推
進
す
る
。

 【
会
員
の
増
強
と
研
修
】

　
仲
間
づ
く
り
や
生
き
が
い
づ
く
り
、
社

会
貢
献
と
い
っ
た
セ
ン
タ
ー
に
お
け
る
活

動
の
魅
力
を
発
信
し
、
会
員
増
を
図
る
。

　
就
業
機
会
の
拡
大
を
図
る
た
め
の
技
能

講
習
会
や
、
安
全
就
業
の
た
め
の
意
識
啓

発
な
ど
、様
々
な
講
習
会
等
を
開
催
す
る
。

 【
安
全
就
業
の
推
進
】

　
講
習
会
の
開
催
や
巡
回
指
導
の
実
施
な

ど
に
よ
り
、
事
故
の
未
然
防
止
と
安
全
就

業
の
徹
底
を
図
る
。

 

【
就
業
機
会
の
拡
大
と
公
平
・
適
正
化
の

　
推
進
】

　
人
手
不
足
分
野
や
新
た
な
地
域
ニ
ー
ズ

を
捉
え
て
就
業
機
会
の
確
保
に
努
め
る
と

共
に
、
引
き
続
き
公
平
な
就
業
機
会
の
提

供
及
び
、適
正
な
就
業
を
推
進
し
て
い
く
。

沼
津
市
に
対
し
、
財
政
支
援
を
要
望

　
１
月
24
日
、
杉
山
理
事
長
を
始
め
と
し

た
理
事
７
人
が
、
賴
重
沼
津
市
長
並
び
に

長
田
沼
津
市
議
会
副
議
長
を
訪
ね
、
令
和

５
年
度
に
お
け
る
公
共
事
業
の
発
注
増
な

ど
、
シ
ル
バ
ー
事
業
に
対
す
る
更
な
る
協

力
と
財
政
支
援
な
ど
に
つ
い
て
要
望
を
行

い
ま
し
た
。　

第
６
回
理
事
会（
１
／
24
）

 【
報
告
事
項
】

　
・
正
会
員
の
入
会（
12
月
、
１
月
分
）　

　
　
　
男
８
人
、
女
３
人

　
・
各
部
会
及
び
委
員
会
活
動
状
況

　
・
事
業
実
施
状
況
、
事
故
報
告
ほ
か

第
７
回
理
事
会（
３
／
９
）

 【
議
題
】

　
・
事
務
局
職
員
の
給
与
及
び
旅
費
支
給

　
　
規
程
の
一
部
改
正

　
・
事
務
局
長
の
選
任

　
・
令
和
５
年
度
事
業
計
画
、
令
和
５
年

　
　
度
収
支
予
算
ほ
か

 【
報
告
事
項
】

　
・
正
会
員
の
入
会（
２
月
分
）

　
　
　
男
６
人
、
女
４
人

　
・
部
会
及
び
委
員
会
活
動
状
況

　
・
事
業
実
施
状
況
ほ
か

シ
ル
バ
ー
ま
つ
り
実
行
委
員
会（
２
／
３
）

　
・
事
業
実
施
状
況
、
次
年
度
計
画
ほ
か

公
平
適
正
就
業
推
進
委
員
会（
３
／
３
）

　
・「
特
定
の
業
務
」就
業
希
望
者
の
選
考

　
理
事
会
活
動

　
部
会・委
員
会
活
動

令
和
５
年
度　
事
業
計
画
の
概
要

【
事
務
費
等
の
変
更
に
つ
い
て
】

　

当
セ
ン
タ
ー
で
は
、
請
負
業
務
に

お
け
る
事
務
費
は
、
こ
れ
ま
で
７
％

（
県
内
最
低
水
準
）
で
事
業
運
営
に
当

た
っ
て
き
ま
し
た
が
、
経
済
情
勢
の

推
移
等
に
よ
り
、
本
年
４
月
就
業
分

か
ら
事
務
費
を
９
％
と
す
る
こ
と
と

し
ま
し
た
。

　

併
せ
て
、
会
員
の
配
分
金
単
価
も
、

一
部
改
定
を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
発
注
者
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
、

請
求
内
訳
の
明
瞭
化
を
図
る
た
め
に
、

道
具
使
用
料
は
１
時
間
単
位
で
計
算

す
る
こ
と
（
最
低
１
時
間
）
と
し
ま

し
た
の
で
、
併
せ
て
ご
承
知
下
さ
い
。
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３
／
16
・
17　
16
日
に
沼
津
御
用
邸
記
念

公
園
に
約
80
人
の
会
員
が
参
集
し
、
ま
た

17
日
に
は
戸
田
の
中
央
桟
橋
付
近
に
約
20

人
の
会
員
が
参
集
し
、
そ
れ
ぞ
れ
清
掃
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

　
当
日
は
天
気
に
も
惠
ま
れ
、
落
ち
葉
や

枯
れ
葉
、
ご
み
な

ど
、
両
日
合
計
で

約
２
５
０
袋
分
を

回
収
し
ま
し
た
。

　
３
／
７
～
10　
連
続
４
日
間
の
コ
ー
ス
で

沼
津
垣
製
作
講
習
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

「
沼
津
垣
の
魅
力
再
発
見
と
次
代
へ
の
継

承
」を
目
的
と
し
た
講
習
会
で
、
平
成
７

年
度
か
ら
続
い
て
い
ま
す
。
参
加
者
は
女

性
１
人
を
含
む
５
名
で
講
師
は
当
セ
ン

タ
ー
の
会
員
４
名
が
務
め
ま
し
た
。
伝
統

と
特
色
あ
る
沼
津
垣
の
製
作
技
術
を
基
礎

か
ら
学
び
、
見
事
な
沼
津
垣
が
完
成
し
ま

し
た
。

２
／
21　

会
員
研
修
会
の
開
催
に
合
わ

せ
、
会
場
前
で
会
員
向
け
に「
ス
マ
ホ
に
関

す
る
井
戸
端
相
談
会
」を
開
催
し
ま
し
た
。

　
『
ス
マ
ホ
に
不
慣
れ
で
基
本
操
作
を
確

認
し
た
い
』、『
ラ
イ
ン
な
ど
の
便
利
な
機

能
を
使
っ
て
事
務
局
か
ら
の
仕
事
情
報
も

タ
イ
ム
リ
ー
に
受

け
取
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
し
た

い
』と
、
研
修
終

了
後
に
は
多
く
の

会
員
が
相
談
に
訪

れ
ま
し
た
。

　
当
セ
ン
タ
ー
で
は
、
高
齢
者
の
一
層
の

活
躍
を
支
援
す
る
た
め
に
、
就
業
技
能
の

習
得
や
就
業
機
会
の
拡
大
を
図
る
た
め
の

講
習
会
や
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
講
習
内
容
は
実
践
的
で
、
日
常
生
活
で

も
役
立
つ
講
座
と
な
っ
て
い
ま
す
。

１
／
30
～
31　
介
護
補
助
と
は
資
格
を
持

つ
介
護
ス
タ
ッ
フ
を
側
面
か
ら
サ
ポ
ー
ト

す
る
業
務
で
す
。

　
介
護
及
び
生
活
支

援
の
基
礎
、
心
身
機

能
の
低
下
予
防
体
操

な
ど
に
つ
い
て
学
び

ま
し
た
。

１
／
27　
「
薬
と
食
の
整
理
で
健
康
な
暮

ら
し
を
」と
い
う
テ
ー
マ
で
セ
ミ
ナ
ー
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
救
急
箱
や
処
方
箋

薬
の
整
理
、
食
品
管

理
等
、
暮
ら
し
を
よ

り
快
適
に
す
る
片
付

け
方
を
学
び
ま
し
た
。

　

令
和
５
年
度
の
会
費
を
４
月
末
ま

で
に
納
入
し
て
く
だ
さ
い
。
納
入
方

法
は
、
セ
ン
タ
ー
に
来
所
し
て
い
た

だ
く
か
、
左
記
口
座
へ
振
り
込
み
を

お
願
い
し
ま
す
。

※
振
込
手
数
料
は
、
各
自
で
ご
負
担

願
い
ま
す
。

※
３
月
に
就
業
さ
れ
た
会
員
は
、
４

月
分
の
配
分
金
か
ら
控
除
し
ま
す

の
で
納
入
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

※
派
遣
会
員
は
、
賃
金
か
ら
控
除
で

き
な
い
た
め
納
入
の
必
要
が
あ
り

ま
す
。

　
清
掃
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

　
介
護
ス
タ
ッ
フ
補
助
講
習
会

高
齢
者
の
活
躍
を
促
進
す
る

　
人
材
育
成
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す

　
暮
ら
し
の
片
づ
け
セ
ミ
ナ
ー

　
ス
マ
ホ
に
関
す
る
井
戸
端
相
談
会

　
沼
津
垣
製
作
講
習
会

ス
ル
ガ
銀
行　

　
　
沼
津
セ
ン
ト
ラ
ル
支
店

　
普
通
№
０
０
１
０
１
０
０

　

※
振
込
依
頼
人
名
の
前
に
会
員

　
　
番
号
を
入
力
し
て
く
だ
さ
い
。

　
会
員
の
皆
さ
ん
の
お
知
り
合
い
で
、
市

内
に
お
住
い
の
60
歳
以
上
の
方
は
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
せ
ん
か
。

　
会
員
の
皆
さ
ん
か
ら
の
紹
介
が
き
っ
か

と
な
り
、
入
会
説
明
会
に
ご
参
加
さ
れ
た

方
々
も
数
多
く
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

　
お
声
掛
け
、よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

新
入
会
員
を
募
集
し
て
い
ま
す

会
費
納
入
に
つ
い
て
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当
セ
ン
タ
ー
で
は
、
平
成
31
年
度
に
策

定
し
た「
安
全
就
業
基
本
計
画（
計
画
期
間

５
カ
年
）」に
基
づ
き
、
会
員
の
安
全
就
業

の
徹
底
に
努
め
て
い
ま
す
。

　
こ
の
計
画
は
、
会
員
の
安
全
意
識
の
高

揚
と
組
織
的
な
安
全
管
理
の
推
進
を
図
る

こ
と
に
よ
り
、
就
業
中
の
事
故
防
止
を
目

指
し
て
い
ま
す
。

　
安
全
管
理
委
員
会
で
は
、
計
画
に
基
づ

き
、
毎
年
、
安
全
教
育
や
巡
回
調
査
、
啓

発
活
動
等
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

・
日
時　
５
月
25
日（
木
）、
９
時
～
16
時
。

　
雨
天
の
場
合
は
６
月
１
日（
木
）に
延
期

・
場
所　
沼
津
御
用
邸
記
念
公
園

・
対
象
者　
刈
払
機
作
業
者
安
全
衛
生
教

育
を
未
修
了
の
会
員
、
ま
た
は
再
受
講

を
希
望
す
る
会
員

・
募
集
人
数　
20
人（
先
着
順
）

・
参
加
料　
１
５
０
０
円（
テ
キ
ス
ト
代
）

・
申
し
込
み　
４
月
28
日（
金
）ま
で
に
電

話
で
セ
ン
タ
ー
事
務
所
へ

安
全
管
理
委
員
会

　 
安
全
就
業
の

　
　
　
　 

取
り
組
み

　

 

事
故
ゼ
ロ
を
目
指
し
て

　

 

草
刈
り
機
取
扱
い
講
習
会

　

令
和
５
年
度
の
安
全
向
上
に
関
す

る
標
語
を
募
集
し
ま
す
。

▽
テ
ー
マ　
　
事
故
防
止・
健
康
管
理

▽
応
募
点
数　
１
人
２
点
ま
で

▽
応
募
期
限　
５
月
15
日
（
月
）

▽
応
募
方
法　
セ
ン
タ
ー
に
持
参
、ま
た

は
フ
ァ
ッ
ク
ス
、郵
送
で

　

入
賞
者
（
最
優
秀
、
優
秀
、
佳
作
）

に
は
、
表
彰
状
と
賞
金
を
贈
呈
し
、
作

品
は
定
時
総
会
や
安
全
啓
発
活
動
に

活
用
し
ま
す
。

　

ま
た
、
国
・
県
等
の
安
全
標
語
コ

ン
ク
ー
ル
に
も
応
募
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

安
全
向
上
標
語
を
募
集

講
習
会
開
催
の
ご
案
内

ハンドブックは
いつも携帯していますか？

①
作
業
は
安
全
第
一

を
心
が
け
、
急
が

ず
あ
わ
て
ず

②
器
具
類
は
、
使
用

前
に
必
ず
点
検
を

③
服
装
・
履
物
は
、

作
業
に
あ
っ
た
動

き
や
す
い
も
の
に

④
作
業
前
は
、
軽
い

柔
軟
体
操
を
し
て

体
を
ほ
ぐ
す

⑤
加
齢
に
よ
る
機
能

の
低
下
を
十
分
認

識
し
無
理
を
し
な

い
こ
と

⑥
作
業
現
場
は
常
に

整
理
整
頓
を
心
掛

け
る
こ
と

⑦
共
同
作
業
で
は
合

図
、
連
絡
を
正
確

に
⑧
帰
宅
す
る
ま
で
仕

事
の
う
ち
、
交
通

事
故
に
気
を
付
け

る
こ
と

⑨
健
康
に
は
常
に
注

意
し
、
健
康
な
状

態
で
就
業
を

⑩
仕
事
の
前
日
に
は

十
分
睡
眠
を
と
る

よ
う
に

安
全
心
得
10
箇
条

入
会
時
に
会
員
の
皆
さ
ん
に
配
布

し
た
「
安
全
就
業
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
」

に
は
、
安
全
心
得
10
箇
条
を
始
め

と
し
た
安
全
対
策
が
載
っ
て
い
ま

す
。
常
に
携
帯
し
て
安
全
就
業
に

努
め
ま
し
ょ
う
。
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２
月
21
日
、
千
本
プ
ラ
ザ
で
、
当
セ
ン

タ
ー
の
会
員
を
対
象
に
接
遇
マ
ナ
ー
の
向

上
を
テ
ー
マ
と
し
た
研
修
会
を
開
催
し
ま

し
た
。（
有
）グ
ロ
ー
の
遠
藤
茂
瑚
さ
ん
を

講
師
に
迎
え
、
午
前
・
午
後
に
分
か
れ
て

約
１
３
０
名
の
会
員
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

基
調
講
演
で
は
、
接
遇
の
基
本
と
、
ト

ラ
ブ
ル
回
避
の
た
め
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
の
取
り
方
に
つ
い
て
、
具
体
例
を
挙
げ

な
が
ら
、
注
意
す
べ
き
ポ
イ
ン
ト
を
分
か

り
や
す
く
紹
介
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
仕
事
の
み
な
ら
ず
日
常
生
活
で
も
、
周

囲
の
人
と
良
好
な
関
係
を
築
い
て
い
く
こ

と
は
、
快
適
で
潤
い
の
あ
る
生
活
を
送
る

上
で
重
要
な
要
素
で
す
。

　
人
の
第
一
印
象
は
、
最
初
の
３
秒
か
ら

５
秒
で
決
ま
り
、
そ
こ
で
与
え
た
イ
メ
ー

ジ
を
後
か
ら
変
え
る
こ
と
は
難
し
い
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
ず
は
こ
ち
ら
か
ら
印
象
の
良
い
人
に

な
る
よ
う
心
掛
け
、
良
好
な
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
り
ま
し
ょ
う
。

　
人
と
人
が
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と

る
と
き
に
、
言
葉
の
み
で
伝
わ
る
情
報
は

７
％
、
声
の
ト
ー
ン
な
ど
聴
覚
か
ら
伝
わ

る
情
報
が
33
％
、
視
覚
か
ら
伝
わ
る
情
報

が
55
％
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
清
潔
、
不
快
感
を
与
え
な
い
、
働
き
や

す
い
な
ど
、
身
だ
し
な
み
に
気
を
付
け
、

ジ
ェ
ス
チ
ャ
ー
な
ど
を
交
え
な
が
ら
ゆ
っ

く
り
と
話
す
よ
う
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

　
仕
事
の
依
頼
主
は
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
の
大
切
な
お
客
様
で
す
。

　
仕
事
を
円
滑
に
進
め
る
上
で
も
、
お
客

様
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
大
切
で

す
。
い
つ
も
の
挨
拶
に
一
言
加
え
る
だ
け

で
、
会
話
が
広
が
り
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
取
り
や
す
く
な
り
ま
す
。

　

会
員
研
修
委
員
会

接
遇
マ
ナ
ー
を
学
ぶ

　
会
員
研
修
会
を
実
施

　

 

１
３
０
名
の
会
員
が
参
加

　

 

感
じ
の
良
い
人
は
得
を
す
る

　

 

い
つ
も
の
挨
拶
に
一
言
加
え
て

◎ 
清
潔
な
身
だ
し
な
み
と
笑
顔
か
ら

◎ 

第
一
印
象
は
最
初
の
３
秒
～

　

 

５
秒
間
で
イ
メ
ー
ジ
が
決
ま
る

第一印象の大切さ

言語情報 聴覚情報

視覚情報

言語情報 7%

聴覚情報
38%

視覚情報
55%

　

シ
ル
バ
ー
の
仕
事
で
あ
り
が
ち

な
ケ
ー
ス
で
す
。
そ
れ
ぞ
れ
、
対

応
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

【
ケ
ー
ス
①　
「
駐
輪
場
で
整
理
し
て

い
る
シ
ル
バ
ー
会
員
の
言
い
方
が
威

圧
的
だ
」
と
利
用
者
に
言
わ
れ
た
】

◎
と
き
に
は
ル
ー
ル
違
反
や
マ

ナ
ー
の
悪
い
人
が
い
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
。
こ
ち
ら
が
正
し
い
こ
と

を
言
っ
て
い
た
と
し
て
も
、
言
葉

が
き
つ
か
っ
た
り
大
声
で
言
っ
た

り
す
る
と
相
手
は
言
わ
れ
た
事
を

受
け
入
れ
に
く
く
な
り
ま
す
。
丁

寧
な
言
葉
遣
い
で
冷
静
に
対
応
し

ま
し
ょ
う
。

【
ケ
ー
ス
②　
夏
に
草
刈
り
の
依
頼

を
受
け
、
丁
寧
に
刈
っ
た
の
に
２

週
間
後
に
「
も
う
草
が
伸
び
て
い

る
。
刈
り
方
が
悪
い
」
と
お
叱
り

を
受
け
た
】

◎
ク
レ
ー
ム
に
な
る
前
に
「
夏
は

草
の
伸
び
が
と
て
も
早
い
で
す
よ
」

な
ど
と
丁
寧
な
説
明
を
し
て
お
け

ば
良
か
っ
た
。

【
ク
レ
ー
ム
処
理
の
ポ
イ
ン
ト
】

　

ま
ず
は
相
手
の
言
い
分
を
よ
く

聞
き
自
分
に
非
が
無
く
て
も
不
快

な
思
い
を
さ
せ
た
こ
と
に
つ
い
て

謝
り
ま
し
ょ
う
。
誠
意
を
も
っ
て

話
す
こ
と
が
大
切
で
す
。

こ
ん
な
と
き
、ど
う
し
ま
す
か

講師：遠藤茂瑚氏

会場で会員も参加した
電話応対の実演講習

おはようございます。
今日はよいお天気
ですね。
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今
回
は
、
会
社
の
事
務
所
で
始
業
前
の

屋
内
清
掃
な
ど
に
従
事
し
て
い
る
、
女
性

会
員
の
峯
松
さ
ん
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

「
短
時
間
で
も
、
週
の
半
分
は
お
仕
事
で

す
」と
、
す
て
き
な
笑
顔
で
迎
え
て
く
れ

た
峯
松
さ
ん
。
い
き
い
き
と
充
実
し
た
毎

日
を
送
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
以
前
は
市
内
の
企
業
で
看
護
師
と
し
て

長
年
勤
務
し
、
社
員
の
皆
さ
ん
の
健
康
を

見
守
っ
て
き
ま
し
た
が
、
令
和
２
年
、
退

職
を
契
機
に
入
会
し
ま
し
た
。　

　
知
人
か
ら
の
紹
介
が
き
っ
か
け
で
し
た

が
、「
ま
だ
ま
だ
身
体
も
健
康
な
の
で
働

き
た
い
。少
し
で
も
社
会
や
人
の
た
め
に
、

そ
し
て
何
よ
り
も
自
分
自
身
の
張
り
の
あ

る
生
活
の
た
め
に
、
何
か
で
き
る
こ
と
が

あ
る
の
で
は
」と
思
い
、
シ
ル
バ
ー
の
説

明
会
に
参
加
し
ま
し
た
。

　
仕
事
の
時
間

帯
が
早
く
、
最

初
は
朝
早
く
起

き
る
の
が
大
変

で
し
た
が
、
今

で
は
も
う
す
っ
か
り
慣
れ
ま
し
た
。

　
10
時
頃
に
帰
る
の
で
ス
ー
パ
ー
も
開
い

て
い
ま
す
し
、
１
日
の
残
り
の
時
間
を
長

く
有
効
に
使
え
る
の
が
嬉
し
い
で
す
。

　
一
緒
に
働
く
仲
間
の
方
と
の
何
気
な
い

会
話
の
中
で
、
新
し
い
こ
と
を
聞
け
た
り

相
談
し
あ
え
た
り
、
そ
ん
な
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
が
楽
し
い
で
す
。

　
若
い
こ
ろ
、
先
輩
に「
仕
事
は『
ホ
ウ
レ

ン
ソ
ウ（
報
告
・
連
絡
・
相
談
）』が
大
切

だ
」と
よ
く
言
わ
れ
ま
し
た
が
、
い
く
つ

に
な
っ
て
も
そ
う
だ
と
思
い
ま
す
。
か
た

く
な
に
な
ら
ず
に
、
人
の
言
葉
を
受
け
入

れ
る
心
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。職
場
で
、

70
代
後
半
で
元
気
に
頑
張
っ
て
い
る
方
か

ら
い
た
だ
く
言
葉
は
、
励
み
に
な
り
ま
す

し
こ
ち
ら
も
元
気
が
湧
い
て
き
ま
す
。

　
年
を
取
っ
て
食
が
細
く
な
っ
た
と
い
う

方
も
い
ま
す
が「
よ
く
食
べ
よ
く
寝
る
」で

す
よ
ね
。
少
量
で
も
３
食
バ
ラ
ン
ス
良
く

食
べ
、小
さ
な
こ
と
に
く
よ
く
よ
し
な
い
、

そ
し
て
色
々
な
事
に
興
味
を
持
つ
よ
う
心

掛
け
て
い
ま
す
。
映
画
、
特
に
邦
画
が
好

き
で
月
２
回
は
映
画
館
に
行
き
ま
す
ね
。

　
70
代
は
老
け
込
む
時
で
は
な
く
、
現
役

時
代
の
延
長
期
間
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
数
名
の
友
人
達

と
Ｊ
Ｒ
の「
さ
わ

や
か
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
」に
よ
く
参
加

し
て
い
ま
す
。
富

士
、
伊
豆
、
韮
山

と
、
近
く
に
も
良

い
所
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
し
、
歩
い
て

か
ら
の
ラ
ン
チ
が
何
と
い
っ
て
も
楽
し
み

で
、
仕
事
や
日
常
の
ス
ト
レ
ス
発
散
に
は

も
っ
て
こ
い
で
す
。

　
コ
ロ
ナ
が
収
束
し
て
く
れ
れ
ば
、
少
し

足
を
延
ば
し
た
り
、
１
泊
旅
行
な
ん
か
に

も
行
け
た
ら
い
い
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

Ｑ　
仕
事
の
や
り
が
い
、
喜
び
は

Ｑ　
よ
く
食
べ
よ
く
寝
て
健
康
に

Ｑ　
友
人
達
と
１
泊
旅
行
も
し
た
い

Ｑ　
入
会
の
き
っ
か
け
は
？

峯松　幸子さん
（門池地区）

い
き
い
き
輝
く
女
性
会
員

　
　
　
　
　
―
第
６
回
―

特  集

新
会
員
の
紹
介 （
１
月
～
３
月
）

※
○
内
の
数
字
は
班
番
号

１　
第
一
地
区　
①
保
坂
壽
夫

　
　
　
①
千
秋
直
人

３　
第
三
東
地
区　
②
小
林
重
雄

　
　
　
②
佐
野
正
幸
④
伊
藤
か
な
子

　
　
　
④
高
橋
正
男
⑤
後
藤
泰
弘

４　
第
三
西
・
我
入
道
地
区

　
　
　
②
廣
瀨
守
孝

５　
第
４
地
区　
②
熊
谷
敏
子

　
　
　
③
加
藤
貴
洋
彦
③
増
田
薫

　
　
　
④
髙
水
敏
明

７　
開
北
地
区　
④
岡
﨑
誠

８　
片
浜
東
地
区　
③
大
川
喜
也

　
　
　
④
土
井
弘
子
④
藤
島
す
み
江

10　
今
沢
地
区　
②
山
下
嘉
代
子

　
　
　
③
鈴
木
浩
一
⑤
伊
藤
清
美

11　
門
池
地
区　
②
山
下
光
洋

　
　
　
③
長
谷
川
忠
⑤
圓
福
辰
己

13　
金
岡
西
地
区　
①
植
松
妙
子

　
　
　
③
中
島
サ
ダ
子

14　
金
岡
北
地
区　
①
小
松
原
智
樹

　
　
　
②
星
野
富
子
⑤
青
木
重
之

15　
大
岡
中
地
区　
①
小
野
正
道

16　
大
岡
南
地
区　
①
藤
川
正
義

19　
愛
鷹
西
地
区　
①
厚
木
昭
宜

　
　
　
②
伊
東
高
見
③
鈴
木
智
雄
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21　
三
浦
地
区　
①
伊
藤
元
直

　
　
　
①
永
由
和
代
①
青
木
幸
枝

　
　
　
①
青
木
文
治
①
蔭
島
眞
一

　
　
　
①
鈴
木
長
次
①
中
田
進

　
　
　
②
小
池
清
規
③
日
高
の
ぞ
み

22　
原
東
地
区　
④
由
利
谷
辰
雄

23　
原
西
地
区　
④
鈴
木
康
之

24　
浮
島
地
区　
④
伊
藤
公
孔

シルバー フレンドリーショップ制度　開設！シルバー フレンドリーショップ制度　開設！
　シルバー人材センターの「会員証」を提示するだけで、様々な割引・特
典サービスが受けられる「シルバーフレンドリーショップ（会員優待割引）
制度」が始まりました。ぜひご利用ください。

　この制度は、沼津市シルバー人材センター
と優待提携を結び、登録していただいた「シ
ルバーフレンドリーショップ（小売店、飲食店、
サービス業等）」において、シルバーの会員証
を提示することで、商品の割引や特典を受け
ることができる会員向けサービスです。
　これは、会員に対する福利厚生の充実や会
員登録の拡大を図ると共に、お店の集客や売
り上げの向上、さらには地域経済の活性化に
つなげることを目的とするものです。

【利用対象者】
沼津市シルバー人材センターの登録会員

【利用開始】
令和５年４月１５日（土）から

【利用方法】
会員本人がサインプレートのある協力店で「会
員証」を提示し、特典を受ける

【利用可能なお店】
優待サービスを提供して
いただける協力店には、
左記サインプレートを掲
示していただきます。
※協力店は今後ライン等
でも随時お知らせします。

　協力店は下記のとおりです。（4/15 現在）
〇沼津・湯河原温泉 万葉の湯沼津館、グルメ街

道竜宮市場（和真・喜多八・浜焼食べ放題漁
師小屋・土産物店）

〇雄大グループ：甲羅本店八宏園（沼津・富士）・
ゆうが（沼津・三島）、赤から（沼津・三島・
函南・富士・御殿場）カルビ一丁（沼津・大
仁・御殿場）、イマさん（沼津・静岡）、吉祥庵・
串家物語・大韓食堂（ららぽーと沼津）、ラ
ジオシティー（沼津・三島・函南）、仕出し
割烹しげよし沼津店、えびす家（富士）、ふ
たご呉服町店、松福呉服町通り店、蕎麦鷹乃

（セノバ）、バンサン（浜松・富士）、雄大ゴ
ルフセンター（熱函・清水町）、ゆうだい温
泉（三島）

〇仲見世商店街：婦人服ハラダ、婦人服アビオ
ン、オオミヤ、プチナカノ、ジェニー、フォー
シーズン・ギャラリー、アトリエ・ノンナ、
仲見世スワニー、さつ摩、市川園

〇グランマ上土本店、水口園、雅心苑金岡店、
清光堂、だんごの美好、餃子の高千穂、武井
牧場直営店、マルヤ水産沼津港直営店・沼津
港直営２号店、松新、カフェ花めだか、みど
り愛生薬局、東京堂みどり薬局

「フレンドリーショップ」協力店

協力店サインプレート

賛助会員紹介

沼津・湯河原温泉　万葉の湯
TEL：055-927-4126 シルバーマスコット

「チエブクロ―」

　新たに加入
していただい
た賛助会員さ
んです。
　「フレンド
リーショップ」
協力店として
も登録してい
ただきました。

シルバー フレンドリーショップ制度　開設！シルバー フレンドリーショップ制度　開設！

よろしく
お願いします
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令和5年度～6年度　地域組織の役員（地区委員・班長）一覧 　（太字は地区委員）

後　藤 事務総括
門　口 総括補佐、総務・財務・予算、技能講習、沼津垣
大　木 空き家対策、インボイス、（三浦、戸田）
栗　田 会員研修、（今沢、愛鷹、原、浮島）
坂　井 安全管理委員会、（第三、開北、門池）
久保田 事業部会、ボランティア活動（第五、金岡、大岡、片浜）
野　村 総務部会、シルバーまつり、（第一、第二、第四）
山　下 総務、経理、庶務、派遣総括
中　村 地域組織、会員管理、（福祉・家事援助、訪問理髪）
日　吉 公平適正就業推進委員会、（公共事業）
田　村 会員拡大・受注開拓、（公共事業）
宇田川 会員拡大・受注開拓、広報活動、（大平）
佐々木 （公共事業）

令和５年度～６年度
地域組織の役員が決まる

　各地域の取りまとめ役である地区委員・班長が決まりま
した。センターと会員とをつなぐ懸け橋として情報連絡を
お願いすると共に、センター運営の推進役として、会員相
互の融和と親睦が図られるよう、各役員のリーダーシップ
に期待が寄せられます。

地　区　名 １　　班 ２　　班 ３　　班 ４　　班 　５　　班
1 第　　　一 田中　利延（西条町） 深澤　豊（真砂町） 川口　和子（平町） 稲葉　達夫（山王台） -
2 第　　　二 山田兼太郎（下一丁田） 佐藤　雄吾（春日町） 諸星　肇（千本） 髙村　昌貢（松下） -
3 第　三　東 中野　絹恵（八重） 松本　俊雄（宮脇） 宇津木宏臣（藤井原） 後藤　育三（塩満） 小柴千代子（清水）

4 第　三　西・
我　入　道 大古田静夫（浜田） 杉山　敏雄（西島町） 土屋　倍宏（山宮前） 鈴木　恵子（江川） 岩崎　正隆（稲荷町）

5 第　　　四 若林　 肇（中瀬町） 市川　政平（南本郷町） 佐々木竹美（三園町） 野口　次男（吉田町） -
6 第　　　五 米岡　実（杉崎町） 渡邊　利昭（五月町） 永倉　英五（庄栄町） 青木　雄二（大岡） -
7 開　　　北 望月　 薫（高島町） 大嶋　正記（高沢町） 海瀨　進（双葉町） 大川　雅夫（沼北町） -
8 片　浜　東 脇田雅司郎（東間門） 小泉　裕（西間門） 増山　榮司（西間門） 髙嶋　信男（小諏訪） -
9 片　浜　西 工藤　厚彦（大諏訪） 渡邉　孝（松長） 和山　幸夫（松長） - -
10 今　　　沢 久保田吉英（今沢） 神谷　和江（今沢） 森　　弘（今沢） 帯金美千代（今沢） 伊藤　髙義（今沢）

11 門　　　池 吉田　昭夫（小林台） 神田　泰廣（大岡） 永島　良剛（岡一色）
西川みゆき（共栄町） 川口　信行（岡宮）

６班　 阿部　光裕（岡宮）
12 金　岡　南 川原　幸二（柳町） 内村　隆志（沢田町） 尾山　茂樹（新沢田町） - -
13 金　岡　西 後藤　修（中沢田） 芹沢　孝友（西沢田） 宮代　俊幸（西沢田） - -
14 金　岡　北 芹沢　一男（足高） 滝沢　章（高尾台） 土屋　諭（岡宮） 先本　京右（西熊堂） 杉山伊三雄（西熊堂）
15 大　岡　中 小松　洋一（大岡） 向笠　芳秋（大岡） 内田　和彦（大岡） 瀧本　弘文（大岡） -
16 大　岡　南 丸山　一治（大岡） 中村須美子（大岡） 原田　周夫（大岡） 太田　賢次（大岡） -
17 大　岡　西 鈴木　克政（大岡） 新井　勇次（大岡） 市川　裕子（大岡） - -
18 愛　鷹　東 内田小夜子（東椎路） 大嶽  　智（東椎路） 高遠　通敏（東椎路） 藤池　眞澄（西椎路） -

19 愛　鷹　西 鈴木　守（東原）
加藤　主彦（鳥谷）

杉山三佐男（青野） 鍋島　洋子（青野） 古屋　久（柳沢）鈴木　孝志（鳥谷北）
20 大　　　平 杉本　武司（大平） 矢込　昭宏（大平） - - -
21 三　　　浦 久保田隆之（馬込） 川端　重徳（口野） 永井　惠代（西浦平沢） - -
22 原　　　東 植松みや子（大塚） 小野　隆（大塚） 義村　智司（大塚） 高橋　誠（原） 松浦　晃司（原）
23 原　　　西 長田　好夫（原町中） 鈴木　芳信（原） 大橋　寿治（原） 大隅留美子（西添町） -
24 浮　　　島 横田　幸治（根古屋） 野崎　哲男（井出） 植松　君夫（平沼） 山本　 昇（石川） -
25 戸　　　田 増田　實穗（井田） 佐藤　俊江（一色） 野田　敏子（一色上） 尾鷲　妙子（小山田） 佐山　誠治（宮脇）
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